





















てきた。前年度の共同研究代表者会議で、2009 年度から 2011 年度の３年間は調査研究の期間であり、






















































































































猟網代運上銀のうち 58 匁拝領につき）」（№ 5）、慶安元年７月 11 日付「申上候一札之事（紀伊国六郎左






















21 年 11 月付「当所之網役　請取　覚帳」（№ 289）で、ついで宝永４年正月 18 日付「真鍋島船数改
帳　ひかへ」（№ 290）、同年７月付「真鍋島漁猟品々改帳」（№ 293）などが続き、近世後期には、文













年 11 月吉日付「真鍋島之御  （年貢）帳」（№ 426）、寛永 10 年 11 月晦日付「まなへ島酉ノ御
年貢米請取申事」（№ 427）、（正保元年）「寛永貮拾壱年　真鍋島申御物成請取通」（№ 440）、正保４
年 10 月 20 日付「代御物成算用事」（№ 437）など、近世初期からの年貢請取通帳や算用状などが揃っ
ている。また、寛永 18 年 12 月５日付「（小物成年貢・種米の利など七口 579 匁請取）」（№ 452）、元禄
13 年５月 17 日付「差上ケ申一札之事（海役 20 石４斗３升６合書付、控え）」（№ 453）、正徳６年正月
付「乍恐書付を以御願申上候覚（五ヶ島猟場妨げにつき海役引下げ願い）」（№ 456）、元文元年 11 月付「覚
（真鍋島小物成由緒書上）」（№ 457）、寛保元年３月 26 日付「御断申上ル口上書（浦方水主役勤役につき




12 月 15 日付「午之御免割目録」（№ 527）から元禄 10 年 12 月 10 日付「丑御免割目録　真鍋島」（№
553）までの全 27 通は、真鍋島の年貢割付目録、寛文 12 年 11 月晦日付「六島子之御免割目録」（№
― 13 ―
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　全 99 点。年未詳の近世文書が多く、内容も多岐にわたる。年代の判明するものでは、寛永 12 年
７月 11 日付「覚（真鍋島庄屋見立て方心得）」（№ 706）、同 15 年 11 月 26 日付「（庄屋勤め方心得申入
書付）」（№ 707）、慶安３年７月９日付「仕り上候一札之事（岩坪惣七郎与頭やめさせ出入につき）」（№
708）、寛文４年２月 10 日付「六条地引網代まわり法度之事」（№ 683）などが古く、庄屋や組頭など
の村役人に関する書付類、地引網代をめぐる定書が目を引く。また、（延宝８年）４月７日付「覚（殿






　全 21 点。享徳２年９月の年紀をもつ「眞鍋先祖継図」（№ 718）、年未詳「眞鍋殿ゆらい覚事」（№
719）、宝暦 11 年３月吉日付「一札之事（眞鍋家子孫心得）」（№ 723）、弘化３年 10 月付「眞鍋本家暦






海業では、延宝元年 10 月 16 日付「申上ル口上書（江戸出船の生鯛船難船口上書）」（№ 740）、天和元
年 11 月 15 日「乍恐申上ル口上書之事（江戸廻り生ヶ船破損口上書）」（№ 741）など生鯛船（生ヶ船・













する史料は、承応元年極月 24 日付「請取申酒之手形事（辰の酒礼銀 43 匁書付）」（№ 988）、貞享３年
３月 26 日付「請取申札銀之事（真鍋島より取替銀丑年分合 300 目）」（№ 904）、安永 10 年４月 15 日付
「覚（当二月大割先銀 33 匁 2 分請取）」（№ 996）、文政 13 年２月付「覚（粕代銀１貫 100 目 10 ヶ年賦証文）」
（№ 888）、明治８年４月 11 日付「記（築山そのほか代書料 50 銭受取）」（№ 911）の５点だけである。
また、年未詳の「覚」だが、亀川屋敏三郎や掛屋又左衛門が発給した浜入用銀請取書は数多い。
稿本番号　1457　真鍋増太郎家文書
　全 97 点。ほとんどが年代の判明する元禄期以降の近世文書である。元禄 15 年４月２日付「預り
申銀子之事（網人雇賃として銀 220 目預り手形）」（№ 1049）、（天保３年）「覚　眞鍋屋権右衛門江貸附
銀之控（天保３年改め）」（№ 1100）をはじめ、預り手形・借用証文のほか金銭貸借関係の史料が多い。
そのほか注目すべき史料としては、難船救助にかかわる正徳２年８月付「（御城米船破船取計方申渡、
前欠）」（№ 1014）、（正徳５年）７月 15 日付「覚（越前御城米沈船釣揚働船賃銀 800 目手形）」（№ 1109）、
正保２年９月 22 日付「廻船式目、写し、前欠」（№ 1024）、また琉球使節の通行御用をめぐる申年２






























当心得違い願書）」（p.12 ～ 15）、あるいは、入江新田新兵衛が真鍋島へ提出した丑年 10 月 23 日付「戌
年御年貢銀請取通」（p.25 ～ 26）、神島外浦・北木島・白石島・真鍋島の惣代として外浦庄屋儀右衛
門が笠岡役所に提出した午年９月付「乍恐書付を以奉願上候（替銀納村方四ケ島の初納銀日割願い）」















































　全 87 点。この筆写稿本は明治元年から同 11 年の史料を中心にまとめられている。たとえば、明
治８年の茂床島山畑の官有地化をめぐる同 11 年付「御歎願（茂床島山畑払下げ願い、控え）」（p.315





用達の伏見屋定惣が発給した午年５月 18 日付「覚（御用書持参人足一人催促）」（p.176 ～ 177）や、














となるだろう。また、正月 26 日付「（阿蘭陀人献上物滞船につき長崎御用廻文、写し）」（p.115 ～ 117）、





水帳」２冊（p.1 ～ 198、199 ～ 212）、宝永７年９月「備中国小田郡真鍋島新畑屋鋪改検地帳」（p.213
～ 215）、正徳元年９月「備中国小田郡真鍋島新畑改検地帳」（p.216 ～ 234）、宝暦５年８月付「備中
国小田郡真鍋島新田検地帳」（p.235 ～ 298）、明和４年４月付「備中国小田郡真鍋島新田検地帳」（p.300
～ 304）、文化 14 年５月付「備中国小田郡真鍋島新畑検地帳」（p.305 ～ 309）。いずれも真鍋島の土地
制度にかかわる基本史料である。
稿本番号　1474　真鍋家文書
　全 14 点。そのうち、延宝８年正月 15 日付「島数村堺覚書帳」（p.72 ～ 78）、元禄５年４月付「氏
八幡宮建立ニ付寄進銀集帳」（p.10 ～ 19）、元禄９年 12 月 25 日付「万覚書帳　真鍋島　ひかへ」（p.51
～ 71）、宝永４年８月付「八月十九日大風ニ付畑方破損改帳」（p.5 ～ 9）、文政元年７月 13 日付「先
祖代々親類戒名覚」（p.20 ～ 24）、享保５年 11 月付「備中国小田郡真鍋島指出明細帳（控え）」（p.25
～ 50）の６点は、真鍋島や真鍋家の概要を知りうる好史料である。ただし、79 ～ 83 頁の２点は筆
写稿本ではなく文書目録や年表、84 ～ 94 頁の５点は能登国の近世文書の筆写稿本（内３点は「常民
文化」名入罫紙を使用）。
1477 ～ 1479　真鍋龍太郎家文書











に公開 ･ 共有化し、研究分野を拡大 ･ 深化させる目的を目標としている。本稿は、「所蔵資料の情






ク写真（図１）は、昭和初期から撮影され日本 ･ 朝鮮 ･ 台湾な
























































































































考するための一試論―」に「蔚山洋靴店前で布を売る人々」（目録番号　ア - 61 - 14）、「街中で布を
売る人々」（目録番号　ア - 61 - 15）が掲載される（2013 年１月 16 日貸出、2013 年２月 28 日）。
　研究グループ４ ― １．アチックフィルム・写真にみるモノ・身体・表象
　 2012 年９月 15 日の国際常民文化研究機構成果発表会にてアチックミューゼアムの朝鮮多島海・
パイワン調査発表（羽毛田智幸）。（目録番号　ア - 18 - 48 - 1、ア - 63 - 3･4、ア - 64 - 3･10･19･33、ア - 65 -
10、ア - 73 - 4･26･29 - 1、ア - 74 - 4、ア - 78 - 11･18･22、河岡 1 - 6 - 14･15、河岡 1 - 26 - 8、写 1 - 6 - 49、写





　株式会社アイシーエムケイ（2013 年１月 25 日）
　 NHK BSプレミアム 2013 年３月 30 日放送「極上アンティークお宝映像発掘！『ムカシネマ』」で
放送される大正、昭和（戦前）の古いフィルムの調査のため、アチック写真、アチックフィルム等、
写真 ･ 動画資料閲覧。
　東北大学　東北アジア研究センター（2013 年２月 21 日）
　 古写真を利用した民俗調査のための事前調査のため、アチック写真、アチックフィルム等、写真・
動画資料閲覧。






　 上記展覧会に展示予定のアチック写真（目録番号　ア - 15、ア - 16、ア - 79、河岡 1 - 7、河岡 1 - 40）
複写寄贈（2012 年４月 25 日寄贈）。
　『武蔵保谷村だより　第６号』（2012 年７月）
　 下保谷の自然と文化を記録する会『武蔵保谷村だより　第６号』、小林光一郎「KYK とエチオピ




鹿のナマハゲ」（目録番号　ア - 47 - 6）が上映される（2012 年９月３日貸出）。
　飯田市美術博物館（2012 年９月 15 日～ 10 月 28 日）
　 飯田市美術博物館の企画展「柳田國男没後 50 年記念企画展　民俗の宝庫〈三遠南信〉の発見と
発信─柳田國男 ･ 折口信夫らによる調査研究のあゆみ─」に「下伊那郡神原村伊藤家での記念写真」
（目録番号　ア - 22 - 7）、「北設楽郡田口町の馬市にて競り人に囲まれる仔馬」（目録番号　ア - 25 - 18
― 1）、「北設楽郡本郷町中在家の花祭湯ばやし」（目録番号　河岡 1 - 29 - 20 - 2）、「花祭見学の一行」（目
録番号　ア - 27 - 4）が展示パネルとして使用され、また図録『民俗の宝庫〈三遠南信〉の発見と発
信─柳田國男 ･ 折口信夫らによる調査研究のあゆみ─』（2012 年９月 15 日刊行）に同資料４点が掲
載される（2012 年７月５日～８月 31 日貸出）。尚、写真資料ではないがこの時、常民研所蔵「花祭」
（早川孝太郎画）も展示、図録 ･ 展覧会チラシに掲載されている。
　くびき野メディフェス 2012（第 10 回市民メディア全国交流会）分科会
　「市民メディアと映像アーカイブ」PowerPoint 上映（2012 年 10 月 27 日）
　 くびき野メディフェス 2012（第 10 回市民メディア全国交流会）分科会「市民メディアと映像アー
カイブ」において（研究報告者原田健一）、アチックフィルム「谷浜桑取谷」（目録番号　F22）が上
映される（2012 年 10 月 26 日貸出）。
　『歴史地理研究　799 号』（2013 年１月１日）
　 『歴史地理研究　799 号』、榎美香「なぜ博物館に民俗展示があるのか、民俗文化財とは何か。」に
「アチックミューゼアム新館の内部」（目録番号　ア - 78 - 12）が『屋根裏の博物館─実業家渋沢敬
三が育てた民の学問─』（2002 年横浜市歴史博物館発行）より転載される（2012 年 11 月 14 日転載許可）。
　人間文化研究機構　国立歴史民俗博物館　総合展示第４室「列島の民俗文化」（常設展示）
　（2013 年３月 19 日～）
　 上記常設展示に展示予定のアチック写真（目録番号　ア - 12 - 36、ア - 56 - 21、ア - 63 - 14、ア - 78 - 12、
ア - 78 - 19、河岡 1 - 6 - 6、河岡 1 - 6 - 14、河岡 1 - 6 - 15、河岡 1 - 29 - 3 - 3、河岡 1 - 29 - 14 - 1、河岡 1 - 29 -
25 - 26）、並びに『アチック写真　vol.6』の「アチックフィルム（16 ミリフィルム）写真」（92 頁）
の複写寄贈（2012 年８月 31 日寄贈）。
２）プロジェクト型共同研究の推進　業務報告
　第２業務であるプロジェクト型共同研究は、2009 年度から 2011 年度までの３年間を調査研究期
















年９月 15 日と 16 日に公開の成果発表会を行った。海外からの報告者もあった。次に、「第二次大戦






















　2012 年度の叢書は、第１巻から第４巻まで、のべ 37 名の研究代表者が、43 本の文章を公開した














　第４回国際シンポジウムを開催した。第１回「海民 ･ 海域史からみた人類文化」、第２回「“ モノ ” 
















北海道大学大学院の桑山敬己氏「Suye Mura と Village Japan　─英語圏人類学における２つの古
典的日本村落研究の比較から学ぶもの─」（第８回）を招いて公開研究会を実施し、３月には台湾の
台北芸術大学文化資源学院の王嵩山氏・黄貞燕氏を招いて、「台湾における物質文化研究の現状と
課題」をテーマとする研究会を行い、合わせて来年度以降の学術交流に関する意見交換を行った。
 （佐野　賢治）
